
史料紹介

長野県における製糸業関連史料について (1)

On the Historical Material for the Silk Industry in Nagano Pref. (1)

1.はじめに

小稿でわれわれがとりあげる製糸業関連史料は､

おおむね次の3つに分けることができる｡

第 1に､個人や公的機関に保存されている史料

がある｡これらの一部は､すでに県市町村史誌に

史料として掲載されているものもあるが､大部分

は未掲載､未整理のものである｡

第 2に､資料館や博物館などの公的機関に史料

が集められ､そこで整理されて､史料の目録がで

きているものがある｡利用の便が配慮されている

ことが前提となる｡

第 3に､史料を解読した ｢史料集｣などの刊行

物がある｡原史料と同等の価値があり､利用のし

やすさという点でもこうした業績は評価されるべ

きであろう｡

以上が､小稿でとりあげる史料であるが､その

他として､戦前の製糸技術関連書､また､戦前･

戦後を通じて養蚕 ･製糸業史に関連した主要な著

書を､可能なかぎりかかげておくことにする｡

いずれにせよ､上記 3種類の史料は､一般には

日にふれにくいものとして存在するか､または手

に入 りにくい資料の場合が多い｡小稿で製糸業関

連史料としてとりあげる理由もここにある｡

ところで､われわれが､製糸業に関連する史料

について調査した地域は､主として､須坂市と小

県郡丸子町である｡

いうまでもなく､長野県内の製糸業先進地帯は､

岡谷 ･諏訪地方である｡これまで製糸業史に関す

る研究がすすんでいるのも､そのほとんどがこの

岡谷 ･諏訪地方を対象としたものである｡史料は

神津喜三郎、小川勝一

小林正洋、野原建一

Zenzaburo Kozu, Katsuichi Ogawa
Masahiro Kobayashi, Ken'ichi Nohara

主に､岡谷市立蚕糸博物館に整理 ･保存されてい

る｡史料の管理も万全である｡県史や市史の編纂､

その他の研究に､この博物館の史料は十分に活用

されている｡しかし､活用され､紹介された史料

は､まだ全体の4分の1程度にすぎない｡重要と

考えられる史料で未紹介のものもある｡ただ､長

野県内では､比較的史料調査 ･整理がすすみ､も

っとも利用されているところでもある｡

その点､須坂市や丸子町は､岡谷地方にくらべ､

知名度は低い｡しかし､明治後期から大正期にか

けては､岡谷についで県内有数の生糸生産地であ

った｡また､その生産高の大半が輸出されていた

ことから､戦前の経済構造をささえる一翼を担っ

ていたという評価もできよう｡

ところが､意外にも須坂市や丸子町の製糸業に

関する史料がすくないためか､あまり評価されて

こなかったのである｡われわれの調査でも､予期

したほど史料が見つからなかったことも事実であ

る｡これから紹介する史料は､そうした困難な調

査のなかで､地元の方との協力により兄いだされ

たものである｡

こうしたことが､岡谷地方にくらべ須坂市や丸

子町その他の製糸業史研究があまりすすまなかっ

た理由のひとつになるものと考えられる｡ともあ

れ､ここでは､須坂市､丸子町において器械製糸

業が導入された近代 (明治期)から現代 (昭和初

期)にかけての史料を紹介していくことにする｡

まず最初に､須坂地方の個人や公的機関に保存

されている史料から紹介してみることにする｡な

かでも東行社の経営に従事していた霜田家 (霜田

圭一氏所蔵)の文書から紹介していくことにする｡
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東行社は､須坂地方においていちはやく近代的

器械製糸業を確立し､以後､須坂地方の製糸業界

の指導的役割をはたしていった｡同時に､組合立

として製糸業者の一本化をはかり､製品管理を統

一し､安定した輸出商品としての地歩を築いた点

でもその存在は評価される｡

2.須坂地方の製糸業関連史料

(1) 霜田家文書

① 東行合社定則 明治10年2月

霜田家に残存する史料で､兼行社について定め

たもっとも古い定款｡以後､これが克行社にとっ

てひとつの雛形になるため､次に全文を紹介する｡

東行合社定則

贋ク衆力ヲ協全シテ各自ノ便益ヲ増シ其業ヲ研

磨シ其事ヲ商確シ能殖産ノ真理ヲ盃シ共同ノ公利

ヲ起サン事ヲ謀り此合社創立スル為メ立二合同ノ

老協議シ左之傑件ヲ決定セリ

第萱傑

同盟ヲ結ヒ此会社ヲ設立スル原因-各自良糸ヲ

製造シ皇国物産ノ美名ヲ海外二輝スルヲ以テ本旨

トス

第式催

合議-毎年一月十日ヲ定日トシ開延ナク合同シ

長副及ヒ其他ノ役員ヲ選挙シ其年ノ景況ヲ議論シ

其衆宣ヲ採用ス-シ

第参候

社中ノ衆議-英人二由ラス又役員ノ階級ヲ論セ

ス 真二公明正大ヲ宗 トシ三分二以上ノ衆説ヲ採

り決評ス-シ

第四侠

社務役員-社中ノ合議ニヨリ入札法ヲ以テ評議

役五六名ヲ選挙シ其選二人ル老又互二公選シテ長

一名副二名ヲ抜擢ス-シ

第五促

製糸ノ業二通シ兼テ商責貿易ノ機二達シ言論審

詳シ臆接凝滞ナキ老ヲ選 ミ社長 トシ温篤持重シテ

群衆ヲ和輯スル老ヲ選 ミ副 トシ又前両晶二准スル

老ヲ擢ンテ世話役 トシ社中ヲ惣括ス

第六保

長副及ヒ其他役員-揮テーヶ年ヲ勤シ其職務ヲ
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免シ更二社中ノ公選ヲ以テ後任ヲ薦挙ス 最モ社

中嘱望アル老-勤縛スルモ妨ケナカル-シ但シ書

記計算世話役等ノ人員-合社事務ノ繁閑二従ミ之
ヲ定ム-シ

第七傑

長副及評議役-合社ノ都合ヲ謀 り書記計算世話

役等ヲ選任スル樺アル-シ

第八傑

長副及評議役-合社事務ノ可否ヲ謀り至嘗ノ方

法ヲ設ケ書記計算方ノ事務ヲ分配シ各区世話役ノ

庭務ヲ指揮スル椎ヲ有可シ

第九候

社入ノ戸竃増加セシ時-便宜ヲ謀 り五六名乃至

十名ヲ限 T)番耽ヲ定メ之ヲ区分シ毎世話役一名ヲ

選任ス-シ 尤其分匝番号定則之儀-別二連署簿

冊二記載社内二歳メシム-シ

第十候

総テ社中ノ衆議ノ要スル件-社中三分二以上ノ

同論二従テ是ヲ決定ス-シ 若シ合議二曹クリ自

身出席シ難キ老-同社ノ老二委任スル事ヲ得-シ

附自身出席セス又-名代ヲ托セスシテ決議ノ後其

事ヲ可否論稗シ或-出席スレトモ黙シテ其説ヲ吐

セス決議後之ヲ異議ス-カス■ママ
第十萱保

倉社諸簿冊記載ノ方法文書ノ体裁及入費計算出

納ノ規則等-長副評議役ノ考案二従テ之ヲ定メ常

式ヲーニシ緊要ノ件ニ-長副及其取扱ヒシ老検印

シテ後謹二供ス-シ 但シ尋常性答ノ文書-勿論

社名ヲ以テ之ヲ行7-シ

第十武侠

合社印ヲ製造シ往復文書合社 1名ヲ用-ル事ア

レ-必ス社印ヲ捺ス-シ 最公牒又-契約等ノ書

面ニ-長副及其事二関係スル老ノ名印ヲモ加フーシ

第十三傑

左二戟スル如キ印紙ヲ以テ製糸重来毎二粘用シ

上下ノ別ヲ正ス-シ (-印紙略-筆者)

第十四候

金銀ノ取扱こ於テ-最モ長副之二注意シテ厳粛

ノ製ヲ設ケ社中ノ共信ヲ徴ス-シ 出納簿冊又-

金銀受取渡シノ書類-必ス其取扱シ者ノ検印江長

副ノ承認ノ印ヲ加-置ク-シ

第十五健

胃人生繰ヲ自製二死セ又-自製 卜紛雑シ之ヲ社



中荷造江差出ス欺或-好偽ノ所為アルヲ偵知セシ

老-直二其由ヲ長副及ヒ評議役二告達ス-シ 若

シ覆ヒ隠シ後日改電スル時-看過セシ老モ犯セシ

老モ同一社中損斥ノ､勿論相酋ノ過怠申受ケ候事

第十六使

荷物輸出ノ節-荷造嘗番ヨリ回達次第速二製糸

持参可致若シ回達期限ヲ違7着-更二後番荷造 り

相廻シ可申事 但シ荷造嘗番ノ俵-一時玉名ニテ

勤役シ社中週番二之ヲ務メ最別二連署週番勤役記

号ヲ簿冊二認メ社内二蔵置申べキ事

第十七傑

荷造 り普番ノ時務二至タリ此定則井申合規則二

惇リ或-私ノ所為有欺亦-其事務二怠タル老之レ

アル節-社中三分二以上ノ衆議二従テ札正督責シ

又-其ノ次第二依テ相普ノ過怠金ヲ出シメ後任 卜

交代セシム-シ

第十八使

社中役員給料-衆議ニヨリ之ヲ定其支給ノ義-

長副考案其宜二就テ庭置ス-シ

第十九億

此定則-社中ノ衆議二依テ何時ニテモ之ヲ改正

スル事ヲ待-シ尤改正ノ使則-官ノ許可ヲ得テ之

ヲ定ム-シ

第二十傑

此定則-之ヲ試適二認メー通-官ノ御検印ヲ請

テ正二之ヲ合社に歳メー通-奉呈シテ他日ノ保護

二供シ侯事

右之保 確々定謹接トシテ各姓名ヲ記載シ調印致

事

町田博蔵 宮崎忠三郎 山岸小市 北村雄

小田切為之助 清水春右衛門 高橋荘右衛門

牧徳右衛門

中洋書四郎

鈴木治兵衛

勝山録太郎

田中録助

神林浅吉

小林伸太郎

北村幸九郎 小田切喜助

北島忠兵衛 小平為七

小柳善兵衛 牧六郎右衛門

今井恒之助 田中治郎兵衛

内山栄五郎 遠藤新三郎

浦野近之助 北洋喜八 牧友之助

牧丹三郎 牧類之助 牧清三郎

中沢仁作

世話役

田中半兵衛 小山安兵衛 小林善右衛門

神尾甚七 上原吉之助 神林民蔵

小田切又三郎

評議役

持田藤治郎 青木松之助 小田切豊太郎

青木忠兵衛 小柳勘兵衛

副社長

遠藤万作 青木甚九郎

社長

小田切武兵衛

② 東行合社中合書 明治 10年 2月

上記 ｢東行合社定則｣を県庁に願い出るときに

社員が申し合せた内規｡なお､同年8月10日付で

長野県庁から内務省より許可がおりた旨通達｡

この東行合社中合書の前文はつぎの通 り｡

此合社ヲ結ヒ生産蕃殖ノ方法ヲ設ケ同社申合ス

ル第--同心協力シ製糸ノ営業益盛大ナラ令ルノ

基本ヲ立ルヲ以テ日的 トス而シテ其事ヲ為サンニ

-必ス正路ヲ以テス-シ正路ヲ以テセサレ-其業

永遠ナル事ヲ能-ス且ツ人ヲ利スルニ非サレ-己

モ亦利スル事能-ス故二製糸方法百事同一二執行

ヒ且符節巨多ナラサレ-外国卜貿易上ノ便利ヲ得

ル事能-ス困テ同社ノ製糸数額ヲ纏メー-シ之ヲ

輸出セシム

③ 須坂町同盟製糸器械直別受持井株高割符記

載簿 明治10年 7月

各器械製糸場の工女数､持株数が明記｡略｡

④ 県庁届出兼行社概要 明治13年 6月

記

長野県信濃国上高井郡 須坂市

東行杜

- 本社位置

須坂町三百五拾七番地 克行社

但シ製糸所 四拾八ヶ所二分設釜数九百弐拾五

内訳

八百廿五人立焚火製

- 器械水車 但シ水力各所差アリ

ー 職工 壱千〇三拾七人 内 男六拾人

女九百七拾人

- 執業 弐百二十日
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- 明治十二年製糸高 壱万四千六百弐拾五斤

此繭代価 金七万四千弐百八拾五円七拾銭

- 壱ヶ年運用 金弐万〇七百六拾七円五拾銭

但シ生糸百斤二付係ル費 金百四拾弐円

- 原偶総計 金九万五千〇五拾三円弐拾銭

- 貢場 金拾壱万千七百円也

- 純益 金弐万千九百四拾六円八拾銭

- 該社資本 金六万五千円也

右之通相違無御座慎也

克行社

明治十三年六月

副社長 遠 藤 万 作

同 断 青 木 甚九郎

社 長 小田切武兵衛

戸 長 中洋 書四郎

長野螺令楢崎寛直殿

⑤ 長野螺上高井郡須坂町豊富糸業東行社規的

明治18年6月

長野螺上高井那須坂町詰糸業東行社規約

明治十八年本館甲第四拾弐号布達鐙糸製造及賃
糸商組合規則ヲ遵奉シ農芸糸業組合設立セソカ為メ

同業者義二相合シ協議ノ上其規約ヲ決定スル事左

ノ如シ

第壱楳

当組合-上高井郡須坂町及仝郡小山相ノ内字穀

町組ヲ以テ一区域 卜定メ事務所-上高井郡須坂町

三百五拾七番地二於テ設置ス

第弐保

当組合名号-長野腺鐙糸業東行社 卜栴ス
第三候

当組合-営業上動作ヲ一致シ製糸法方-揮テ本マ̀丁
社従前ノ規則ヲ固守シ改良進歩ヲ企図スル事

第四傑

正副組長及評議役ヲ置キ揮テ組合員ノ投票ヲ以

テ撰挙シ在職年限-壱ヶ年 トス

但在職セシム-カラサル事故アル トキ-此限二

非ラス

第五傑

合計方-評議役ニテ負糖セシメ書記以下-組長

之レヲ任免ス

第六候

当組合ノ合議-通常 ･臨時ノ二種 トシ通常倉-

ー661

毎年二月十日卜定メ生糸改良方法及ヒ役員ヲ撰拳

シ井二組合経費換算賦課方法等ヲ議定ス

但議案-組長評議役之レヲ発スル者 トス

第七使

臨時合-正副組長評議役二於テ必要思考スル ト

キ及ヒ組合員三分ノー以上ノ請求二因 リテ之 レヲ

開設スル事 トス

第八傑

合議二於テ決定シタル事件-之レヲ決議録二登

記シ当組合員記名調印シ決シテ異議スル事ヲ待ス

第九候

当組合役員 卜栴スル老左ノ如シ

組 長 宅名

副 弐名

評議役 八名

合計方 弐名

書 記 弐名

検査人 六名

小 便 壱名

第拾僕

孟芸糸及附属品検査本社従前ノ定則 ヲ以テ之レヲ

施行ス

第拾壱傑

当組合二於テ-葦糸及附属品共検査ヲ経ルニ非

サレ-他二輸出スルヲ得ス

第拾弐傑

当組合工新二加盟 ヲ乞フ老-従前ノ組合員五名

以上ノ身元引受人ノ保証ヲ要スル老 トス

第拾三使

組合員タル着装リニ退組セントスル者本社在来

ノ共有財品所有ノ権 自棄スル者 トス

但事案不得止場合二於テ休業スル者ニケ年以内

-此限 リニ非ス

第拾四使

役員給料-事務ノ繁閑二億シ年末二決定スル事

第拾五促

組合経費-絶テ製糸及ヒ附属品出荷ノ高二臆 シ

之レヲ賦課スル者 トス

第拾六使

工女取締方法-揮テ本部ノ規約二田 リ施行スル

者 トス

右之僕々組合同盟員ノ衆議ヲ以テ決定シタル処

相違ナキヲ証明スル為メ各自記名調印致候也



明治十八年六月

組 長 牧 茂 助

副 持 田藤 治郎

仝 牧 友 之 助

評議役 青 木 忠兵 衛

仝 神 林 民 蔵

仝 牧 金 作

仝 小 林 金 之助

仝 田 中 信 倫

仝 青 木弥 七
仝 遠 藤藤治郎
仝 高橋庄右二門

上記史料は､東行社が組合立として生糸検査場

を設立 したときの規約である｡不良生糸の輸出で

海外の信用を失墜させることを恐れた須坂の製糸

業者が､みずから製品管理を厳しくしたのである｡

⑥ 共進合生糸出品申告書 明治18年 3月

つぎの史料は､共進会に生糸を出品した際に添

付した申告書である｡そこには､当時の東行社に

参加している器械製糸所､釜数､共同揚返場の労

働者数など東行社の規模が記されている｡また､

東行社が設立されてからの経緯が､沿革という形

でのべられている｡

共進合生糸出品申告書

外製糸出荷真相添

信濃国上高井那須坂町 東行社

製 耗

生締解説

出 品 主 長野鯨信濃図上高井那須坂町

第三百五拾七番地 東行社

名 稀 捻 り造 り三拾六本ヲ以テ壱束 トス

出 品 高 壱束量目五百六拾三匁 代償金廿

四円四拾七銭 但金壱円二付廿三

匁

供 用 商 銀生春鐙繭

器械製糸法

運 韓 ノカ 水車円経 三丈七尺六寸九分九 リ

ンニヨ7)弐丈壱尺九寸九分一二二

至ル

湯ノ沸シ方 焚火

器 械 所 五拾五ヶ所二設置ス

製 糸 釜 数 壱仙弐百四拾三

口 出 シ人 自分ニテロヲ出ス

揚 返 シ人 六拾人

現 業 役 員 教師廿五人 糸結拾八人 検査人

拾人 書記計算方五人 繭配り小

一使共百二十人 繭撰抜人百六拾人

口 出 シ詩 ミゴ静
ワタ
大盤ノ寸法 五尺七寸廻 り

四百返シデニール 十五中

計 算

十 五 年 十 六 年 ･十 七 年

元繭代一円ニ付糸目 廿五匁 弐拾四匁五分 弐拾九匁

使 役 男 女 数 壱仙百人内 妻宇^̂ 千三百廿入内 要諾 全人 千歪百責竺会五拾人女千四百人

使 役 男 女 総 計 男 七円五拾銭 仝 六 円 仝 五円五十銭
一 ケ 月 / 給 料 女 六円 仝 五 円 仝 四円五十銭

一 等 一 等 二 等 竜等 拾円 仝 八円五十銭 仝 七円五拾銭

重安 享 有 )嘉 料 二等 七円 仝 六円 仝 五円三等 四円五十銭 仝 三円五十銭 仝 弐円

生 糸 百 斤 ニ係 ル製 造 人 費 金百八拾円 仝百五拾円 】;仝百二拾円

新 蔚 ヨ リ新 繭 迄- ヶ年 ノ製 糸 高 和斤三万〇百五拾斤 仝四万六千八百拾三斤 仝五万弐千〇拾四斤

一 週 年 就 業 二百十日間 仝 仝ノ. 日 数

罰 上 代 LTI; 廿七万三百四拾円 三拾壱万八千五百円 三拾三万弐千八百七拾六円
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業務沿革総説

本社ノ起業-明治八年有志数名同盟協力シ上州

冨岡共他諸国ノ器械 ヲ折衷シ工場ヲ数ヶ所二装置

シ富岡製糸場帰郷ノ工女ヲ以テ教師 トス

当所-最モ水利ノ便ナルヲ以テ還縛-水車ヲ用

ヒ湯沸-焚火ヲ以テス 当所-工人八拾人ニシテ

其枝業熟練ナラサリシカ翌九年ノ春二及ヒ同盟四177
拾有余名工人六百名こ至 .)切荘勉励シ製法大二進

歩シ製糸百斤ノ償額洋銀千百弗余二坂質シ得ルノ

繰糸ヲ製出シ頗ル業務 ヲ摸張シ如之蒸気製百人立

ヲ増加ス 十年二月社中協議ノ上内務省工請願シ

結社ノ許可ヲ得始メテ東行社 卜号ス 同年内国勧

業博覧会工出品シ風紋貰碍ヲ拝受シ井二横活共進

合工出品シ弐等質則銀貨三拾円ヲ賜ル 尚明治十

三年十月中本国上田町二於テ生糸繭絹織物共進合

工出品シ則第壱等質ヲ賜 り真二怖国巴里府博覧倉

工出品シ十三年十二月賞碍ヲ賜フ 明治十六年五

月中曇二濠州工出品ノ掌典ヲ賜待セリ倍々人心結

合シ然ルニ工場数ヶ所 二散設セルヲ以テ戎-濫製
丁ゲワク

二流レン事ヲ杷憂シ十一年五月揚璽所ヲ設立シ社

中製糸ヲ纏メテニールヲ主トシ日毎二繰返ス 抑

々本社役員-創設以来長副評議役竪ヒ世話役二至

ル迄給料ヲ附セス 只管人心緩結ノ為メ悉ク義務

ヲ以テ百般ヲ負塘シ内外信義ヲ専 トシ彼 レヲ利シ

己ヲ利スルノ法術ヲ宗 トシ該製出スル生糸ノ需用

上適否居何ヲ孜々トメ尉酌シ社中圃結共和ヲ主張

スル而己滋二憤慨ノー説有ルアリ前ノ社長小田切

武兵衛病身-付舎兄小田切辰之助本社工代理出頭
イワク

滋二年アリ然ルニ昨十七年四月俄然シテ断言メ日

小田切武兵衛病者二付廃業脱社ス句く後我所有之器

械ヲ以テ一己橘立スト云 此々陀開業以降本社製糸

規則ノ厳粛ヲ難カリ耐忍力薄キ社員-脱社スル者

数多之レ有 卜錐モ本社-益々製糸方法ヲ巌ニシ改

良進歩ヲ専務 トス 故二開業以来更二失敗セス弥

増隆盛ニシテ既二昨十七年-釜数弐百有余増殖シ

旧来揚返場院陰ヲ訴フ困テ流末工水車一輪ヲ増築

シ当時大空三百五拾ヲ架設シ製糸繁雑二際スレ-

一日二仕揚生糸量目凡和斤四百五拾斤余こ逮フ而

シテ外国ノ需要亦臣大ニメ責込物芝値段直押有コ

ト無ク掩斤出ル事無シ当今社員五拾五名製糸工女

業己二壱仙弐百四拾三名此陀該業二従事スル着工

男工女勝テ計フ可カラス 昨十七年度製出スル生

糸凡和斤五万弐千〇拾四斤余且販路一覧表記載有
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之尚本年-彩多ノ良糸ヲ製出セソ事ヲ企図ス

前書解説之件々相違無之慎也

明治十八年三月 東行老社長 青木甚九郎

上記の史料から克行社の商品が､すべてアメリ

カ向の輸出生糸であったことがわかる｡輸出量の

増大が､兼行社の経営規模を拡大させている経過

がこの史料からよみとることができる｡

(訂 東行社規約書 明治24年 6月

つぎの史料は､明治23(1890)年恐慌の影響を

うけた兼行社が､会社財産を社員-割 り戻したと

きの規約変更書である｡

克行社財産整理規約

本社-明治九年創立ヨリ本年度二至ル毎歳新加

盟或-加盟権謀輿等ノ為メ各自社員ノ権利数二多

少異動ヲ生ジ今ヤ整理ヲ要スル場合二重レリ 加

ルニ昨式拾三年度社員-営利上未曽有ノ損失二罷

り随テ資金欠乏ヲ来シ本社ノ財産ヲ更二社員-割

渡スノ必要ヲ感シ鼓二一同協議ノ上整理規約ヲ決

定スル事左ノ如シ

第壱候

一 本社現在ノ財産評償金額八千円卜決定ス

内鐸 金壱千円 須坂銀行株券

金九百円 寿泉院-貸渡シ金

金六千百円 諸建築物諸器械器具悉皆

但シ他店ヨリ訣金額ヲ一時借入ルモノトス

第式使

一 割渡シ配電ヲ請取権利者-明治二十三年度現

在ノ加盟員二限ル

但シ釜株数ヲ前年度ヨリ譲受タル老-其譲 り

受ケ所有者二限ルモノトス

第三候

一 割渡シ配曹分合-

金千六百円明治十五年度ノ製縁本数二割戻ス

金三千式百円 仝十八年度ノ釜数-割戻ス

金三千式百円 仝廿三年皮製締高-割戻ス

但シ精算-別冊二記載シ各員記名調印ヲ要ス

第四億

- 本社-金八千ヲ負債シ第壱僕ノ財産ヲ所有ス

ト錐モ継続スル各社員ヨリ左ノ規定二依 り徴収



シ負債ヲ消却ス

ー 製錐出荷額本数割-半額

- 製緑工女釜株権利数-半額

第五使

一 本年度-負債金半額ヲ徽収支韓ス

第六俊

一 負債消却皆済年限-明治二十六年迄 トシ其年

ノ損益如何二依 り金額年限ヲ酎酌スルヲ得 卜錐

モ第四使ノ規定変更スルヲ変ス

第七傑

- 継続社員 卜雄モ本社ノ負債支耕ヲナサザル者

或-壱ヶ年以上休業者-退社員 卜見倣シ更二加

盟ノ権利ナキモノトス

但休業-ヶ年ニシテ第四使ノ規定二基ツキ製

締高平均割及釜割等 ヲ出金シ加盟ヲ請フ老-此

限 リニ非ラズ

第八促

- 社員間 卜錐モ工女釜株権利数ヲ密二譲渡シ譲

り受等スルヲ許可ス

但シ不得止者-本社-申出総社員協議ノ上地

二差間ナキト認ムル時本社-之ヲ承諾ス

前顕異議ナキ証 トシテ各社員立二記名調印ノ

上本社-差出シ置クモノ也

明治二十四年六月

牧新七 遠藤荷作 青木弥七 枚茂助 持田藤

次郎 小林新兵衛 神林浅吉 神林民蔵 高橋

庄右衛門 牧友之助 土屋柴七 田中新蔵 遠

藤徳三郎 田中作之助 田中録助 中浮仁作

牧六郎右衛門 小林正作 北洋喜八 土屋喜兵

衛 田中秀太 田中多三郎 山本五三郎 中洋

書四郎 勝山六太郎 霜田元之助 小林伸太郎

神尾ヤイ 神林新作 青木芳郎 梅本鴬太郎

牧沖三郎 小林善兵衛 久保田久一郎 牧辰之

助 青木嘉兵衛 宮崎忠三郎 安藤喜市 内山

新作 小松又三郎 土屋寅治 土屋兵五郎 北

村雄 神林幸三郎 松村駒之助 小林和多吉

保坂清治 牧藤太 (未完)

(註 ) 史料閲覧については､霜田圭一氏(須坂市)

の懇篤なるご配慮をし､ただいた｡また､太研究

には昭和61年度長野大学地域社会研究助成費を

得ている｡あわせて厚く謝するものである｡
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